












要約:テレビ、テレビゲームの子供の健康への影響に関する文献を検索したが、問題点に

対する具体的対策につながる研究は少なかった。詳細な集団調査と行動観察から、テレビ

は見せ方の指導、内容改善で悪い面を緩和できることを示し、テレビゲームも懸念されて

いる問題点の改善が可能なことを予備実験で確認した。使用法のガイドライン、ハード・

ソフトの改善を目的とした科学的研究が重要である。又、室内・一人遊びの増加の背景を

考察、その偏りの影響の有無を検討する必要性を述べた。


